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公共施設やイベントなど利用時のお願い▷新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、利用時はマスクの着用や、ごみの
持ち帰りなどにご協力ください。利用前には自宅で検温し、体調不良の方は利用を控えてください。また、氏名や連絡先
などの記入をお願いする場合があり、必要に応じて保健所などの公的機関に情報提供する場合があります。

◇市報は5日・20日（1月と10月は1日・20日）に発行します。すべての世帯のポストに直接配布するほか、市の施設、市内と
市境にある駅・郵便局・スーパーマーケットなどでも配布します。また、小平市ホームページにも掲載しています。

　市報が届かない場合などは、株式会社小平広告（☎0120（９４４）９00）へご連絡ください（月曜〜金曜日午前9時〜午後5時）。
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小平第八小学校

鈴木小学校保存区

鈴木小学校

八小遺跡
鈴木遺跡1丁目
390番地保存区

鈴木遺跡
資料館

鈴木遺跡
保存管理等
用地

小金井
カントリー倶楽部

新
小
金
井
街
道

回田本通り

神津島

小深沢

星ヶ塔 男女倉

麦草峠
鈴木遺跡

高原山

神津島

柏峠

畑宿

鈴木遺跡の学術的分析結果や調査の
内容を記載した鈴木遺跡発掘調査総
括報告書（付編ＤＶＤは本編の根拠
となるデータ集）を市政資料コーナ
ー（市役所 １階）で販売しています。
郵送による購入方法など、詳しくは
小平市ホームページをご覧くださ
い。
問合せ　文化スポーツ課☎０４２（３４６）
９５０１

発掘調査
総括報告書

鈴
木
遺
跡
が
明
か
す

　
　
　
　
　 

大
昔
の
小
平

当時の人が使っていた縄文土器

　
鈴
木
遺
跡
が
後
期
旧
石
器
時
代
の
代
表
的
な

遺
跡
と
な
っ
た
原
因
は
、
石
神
井
川
の
源
流
部

と
い
う
恵
ま
れ
た
環
境
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

石
神
井
川
の
源
流
部
が
東
側
（
現
在
の
小
金
井

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
付
近
）
に
移
動
し
た
縄
文

時
代
の
人
々
は
お
と
し
穴
を
作
り
、
イ
ノ
シ
シ

や
シ
カ
を
獲
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
代
の
人

た
ち
に
と
っ
て
、
起
伏
に
富
ん
だ
鈴
木
遺
跡
の

場
所
は
、狩
り
の
た
め
の
絶
好
の
場
所
で
し
た
。

　
縄
文
時
代
以
降
は
、
水
田
に
よ
る
稲
作
を
は

じ
め
と
す
る
農
業
が
生
活
の
中
心
と
な
り
、
鈴

木
遺
跡
の
地
か
ら
は
人
の
姿
が
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
。

　
再
び
こ
の
場
所
に
人
の
生
活
の
営
み
が
戻
っ

て
く
る
の
は
、
玉
川
上
水
か
ら
の
分
水
が
引
か

れ
、
武
蔵
野
新
田
開
発
が
行
わ
れ
る
江
戸
時
代

中
期
以
降
の
こ
と
で
す
。

縄
文
時
代

以
降
の
遺
跡

鈴木遺跡は鈴木町一丁目周辺に
あります（左図参照）。
当時の人々の暮らしや、実際に
出土したものを紹介します。
問合せ　文化スポーツ課
☎０４２（３４６）９５０１

　
鈴
木
遺
跡
か
ら
は
、
火
を
受
け
て
赤
く
な
っ

た
拳
く
ら
い
の
大
き
さ
の
石
が
た
く
さ
ん
集
め

ら
れ
た
、
礫
群
（
れ
き
ぐ
ん
）
と
呼
ば
れ
る
遺

構
が
3
百
か
所
以
上
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
石

の
中
に
は
、
タ
ー
ル
や
す
す
が
付
着
し
た
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ま
だ
土
器
の
よ
う

な
道
具
が
無
か
っ
た
当
時
、
小
石
を
集
め
、
そ

の
う
え
で
た
き
火
を
し
て
石
を
焼
き
、
捕
ま
え

た
動
物
の
肉
を
載
せ
て
料
理
し
た
跡
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
礫
群
が
同
じ
場
所
で
ま
と
ま
っ
て
見

つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
人
々
が
、
今
で

言
う
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
す
。

鈴
木
遺
跡
で
見
つ
か

っ
た
礫
群

礫
群
が
ま
と
ま
っ
て

見
つ
か
っ
た
様
子

タ
ー
ル
や
す
す
が
付

着
し
た
石

黒曜石の産地と鈴木遺跡の位置

出土した石斧

黒曜石でできたナイフ形石器

　
ま
た
、
鈴
木
遺
跡
か
ら
見
つ
か
っ
た
石
器
の

材
料
と
し
て
多
く
使
わ
れ
て
い
た
の
は
黒
曜
石

で
す
。
黒
曜
石
は
、
割
れ
口
の
鋭
さ
か
ら
、
動

物
の
肉
を
切
っ
た
り
、
や
り
先
に
し
た
ナ
イ
フ

形
石
器
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
黒
曜
石
は
溶
岩
が
冷
え
る
時
に
で
き
る
天
然

の
ガ
ラ
ス
で
、
鈴
木
遺
跡
付
近
か
ら
は
採
取
で

き
ま
せ
ん
。
出
土
し
た
黒
曜
石
を
分
析
す
る

と
、
現
在
の
長
野
県
や
伊
豆
箱
根
、
日
光
な
ど

で
と
れ
た
も
の
で
、
中
に
は
伊
豆
諸
島
の
神
津

島
の
も
の
も
あ
る
こ
と
が
分
析
か
ら
推
定
さ
れ

ま
し
た
。
当
時
の
人
々
の
交
易
を
含
め
た
活
動

範
囲
の
広
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

発掘時の調査風景、出土遺物などの貴重な写真、国指定史跡化に向けた取
り組みの中で明らかになったことなどをパネルにして紹介します。
と　き　 ３月２０日（土・祝）〜 ５月１９日（水）　午前１０時〜午後 ７時
※金曜日は休館日。土曜・日曜日、祝日は午後 ５時まで。
ところ　中央図書館 ２階ロビー

鈴木遺跡国史跡化
記念写真パネル展

鈴
木
遺
跡
年
表

現　代 奈良・平安時代江戸時代後期〜幕末 後期旧石器時代縄文時代

約１６，０００年〜３８，０００年前約３，０００年前約１，2００年前約３００年前約１６６年前

自然の水に乏しい場所
の真ん中に、水が湧き
出していたため、人々
が繰り返し訪れ、拠点
的な場所として利用さ
れていた

石神井川の水源が東
に移り、居住には適
さない土地となる
が、たくさんのおと
し穴が作られ、狩猟
の場として使われた

水のない原野の中に、
かやを刈る人たちの仮
住まいとして１軒の竪
穴住居が作られた
（後に発見されて「八
小遺跡」となる）

武蔵野新田開発で鈴木
新田が開かれる
玉川上水の分水に粉ひ
き用の水車が仕掛けら
れ、後に大砲用火薬作
りの水車となった

1969年
八小遺跡が見つかる

1974年
鈴木小学校予定地で、
鈴木遺跡が確認される

2021年
鈴木遺跡が国史跡に指
定される

見つかった水車の跡 八小遺跡 おとし穴の標本 後期旧石器時代
暮らしの想像図

鈴木遺跡から出土した石器や、おとし
穴の標本などを展示しています。
ところ　小平市鈴木町 １丁目４８７− １
開館日　水曜・土曜・日曜日、祝日の
午前１０時〜午後 ４時
※年末年始（１２月２７日から １月 ５日）
を除く。駐車場 ５台あり。
問合せ　鈴木遺跡資料館☎・ＦＡＸ
０４２（３２３）２２３３

鈴木遺跡資料館

小平青年会議所が鈴木遺跡を紹介する動画を、動
画投稿サイトY

ユ  ー  チ  ュ  ー  ブ

ouTubeで公開しています。動画
では、鈴木遺跡をクイズ形式で紹介しています。
動画は、右図ＱＲコードからご覧ください。

鈴木遺跡紹介動画

　
鈴
木
遺
跡
の
場
所
に
人
々
が
住
ん
で
い
た

の
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
３
万
８
千
年
前
か
ら

１
万
６
千
年
前
ま
で
の
後
期
旧
石
器
時
代
で

す
。
こ
の
こ
ろ
は
氷
河
時
代
で
、
地
球
全
体

が
現
在
よ
り
寒
冷
で
し
た
。
中
で
も
、
最
も

寒
か
っ
た
約
２
万
年
前
は
、
気
温
が
今
よ
り

７
度
か
ら
８
度
ほ
ど
低
か
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
時
の
人
々
は
、
農
耕
や
牧
畜
な
ど
は
せ

ず
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
、
オ
オ
ツ
ノ
シ
カ
、
ヤ

ギ
ュ
ウ
な
ど
の
狩
猟
を
行
っ
た
り
、
自
然
に

あ
る
も
の
を
と
っ
た
り
集
め
た
り
し
て
暮
ら

し
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、針
葉
樹
が
多
く
、

食
べ
ら
れ
る
木
の
実
が
少
な
か
っ
た
う
え
、

土
器
や
弓
矢
と
い
っ
た
道
具
も
な
く
、
食
物

の
入
手
は
非
常
に
困
難
で
し
た
。
こ
の
た

め
、
人
々
は
２
家
族
ほ
ど
の
少
人
数
の
グ
ル

ー
プ
で
生
活
し
、
食
物
を
求
め
て
住
む
場
所

を
頻
繁
に
移
動
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
鈴
木
遺
跡
に
は
当
時
、
現
在
の
石
神
井
川

の
源
流
が
あ
り
、
水
に
恵
ま
れ
た
場
所
だ
っ

た
こ
と
か
ら
、
人
々
の
生
活
の
拠
点
に
な

り
、
交
流
の
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
地
層
と
は
、
火
山
灰
な
ど
が
下
か
ら
順
に

降
り
積
も
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
中
の
人
間

活
動
が
確
認
で
き
る
ま
と
ま
り
を
文
化
層
と

言
い
ま
す
。

　
鈴
木
遺
跡
で
は
、
１２
枚
も
の
文
化
層
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
長
い
年
月
に
わ
た
り

鈴
木
遺
跡
が
当
時
の
人
々
の
生
活
の
拠
点
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

見
つ
か
っ
た
調
理
場
の
跡

鈴
木
遺
跡
か
ら

発
見
さ
れ
た
遺
物

　
鈴
木
遺
跡
か
ら
は
、
後
期
旧
石
器
時
代
だ
け

で
も
１２
万
点
を
超
え
る
石
器
が
出
土
し
て
い
ま

す
。
土
器
な
ど
の
焼
き
物
を
知
ら
な
か
っ
た
当

時
の
人
々
は
、
石
で
で
き
た
道
具
を
使
っ
て
い

ま
し
た
。
出
土
し
た
石
器
の
中
で
も
特
徴
的
な

も
の
が
石
斧
で
す
。
石
斧
は
、
石
を
加
工
し
て

斧
の
形
に
仕
上
げ
た
比
較
的
大
き
な
石
器
で
、

木
の
幹
や
動
物
の
骨
な
ど
を
打
ち
割
る
の
に
使

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
石
斧
は
、
全
国

で
千
点
ほ
ど
し
か
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

鈴
木
遺
跡
か
ら
は
２２
点
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

石
斧
と
黒
曜
石

当
時
の
人
々
の

暮
ら
し

鈴
木
遺
跡
の
地
層

石器の種類と想像される使用例

鈴木小学校の玄関脇の「古代のオアシ
ス」は、鈴木遺跡を育くんだ石神井川
につながる地下水が、顔を出したもの
です。

石神井川　源流の名残

鈴木新田水車場絵図

鈴木遺跡の場所には江戸時代、水車が
ありました。
この水車はもともと小麦をひく水車で
したが、幕末に黒船が来たとき、大砲
に使う火薬を作ることになりました。
しかし、１０か月ほどで爆発事故が起き
てしまいます。

鈴木遺跡発見の鍵
江戸時代の水車跡

鈴木小学校
校舎

鈴木遺跡保存区
水車用の水路

鈴木新田
北側田用水路

鈴木遺跡Ⅲを
参考に作成

新
小
金
井
街
道

体育館

水車

昭和４４年、小平第八小学校の校庭で学
校職員がごみ穴を掘ったときに遺物が
見つかり、調査すると １軒の竪穴住居
と甑（こしき）と呼ばれる底が無い土
器が見つかりました。
奈良・平安時代、この付近は川が無く、
ほかに住居跡が見つかっていないこと
から、作業小屋のようなものではなか
ったかと考えられています。

奈良時代の住居跡
八小遺跡

甑（こしき）とは、水を入れたかめの
上にはめ込み、かまどにかけて穀物を
蒸すために使う道具です。

火
を
受
け
て
赤
く
な

っ
た
石


